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xy平面において、定円Oの方程式を 122  yx  ──① とし、 )0,1(A とする。 

Aを中心とした円の半径を )20(  rr とすると、 rAR であり、 

その方程式は 222)1( ryx   ──② である。 

 

QP, の座標を求める。 
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四辺形 APRQの面積は、  rrS )(
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